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【授業目的】病院で見学実習を行うことによって，患者の療養生活を知り，患者
の理解を深める．また，病院の構造・病床環境や看護体制・看護の役割の実
際を学習する．さらに，見学実習と医療の専門職を目指す他学科学生との合
同カンファレンスを通してチーム医療のより良いあり方について討論し，理
解を深める．

【授業概要】小グループにわかれて，徳島大学医学部・歯学部附属病院の各病棟
で見学実習を行う．実習最終日には，医学科および薬学部の学生とチーム医
療について合同カンファレンスを実施する．

【キーワード】療養環境，患者理解，看護の役割，チーム医療
【先行科目】『看護学概論』(1.0)
【関連科目】『看護技術 I』(0.5)
【履修上の注意】健康管理を十分行い実習に臨むこと．
【到達目標】

1.病院の構造を理解する．
2.病棟・病室の設備や機能を理解する．
3.患者の療養環境を理解する．
4.患者の療養生活の概略を理解する．
5.看護体制を理解する．
6.看護の役割を理解する．
7.チーム医療の概略を理解する．

【授業計画】
1.実習 1日目 / 「オリエンテーション」:実習方法，実習記録，実習態度等
について説明を受け，効果的に実習できるように準備を行う．

2.実習 2日目 / 「臨地実習」:病棟看護師と行動をともにすることによって
見学実習を行う

3.実習 3日目 / 「臨地実習」:病棟看護師と行動をともにすることによって
見学実習を行う

4.実習 4日目 / 「臨地実習」:病棟看護師と行動をともにすることによって
見学実習を行う．さらに，病棟カンファレンスを実施する．

5.実習 5日目 / 実習グループごとに実習での学びを発表し，討論するクラ
スカンファレンスを実施する．さらに，医学科および薬学部の学生と合
同カンファレンスを行い，チーム医療のより良いあり方について討論し
発表する．

【成績評価】基礎看護学実習 I実習評価表 (実習要項内に明示)の項目に従い，実
習目標への到達度，実習態度，実習への取り組み方，実習記録等によって，総
合的に評価する．

【教科書】「基礎看護学実習 I」の実習要項を作成し配布する．
【参考書】
� Anne Boykin，Savina O. Schoenhofer共著，多田敏子・谷岡哲也監訳，ケア
リングとしての看護，新しい実践のためのモデル，西日本法規出版，2005
年 03月
�川村佐和子ほか編，看護学概論，メディカ出版，2004年 3月

【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217718
【連絡先】
⇒谷岡 (088-633-9021, tanioka@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒關戸 (088-633-9035, sekido@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスア
ワー: 毎週水曜日，金曜日18:00∼ 19:00)
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Clinical Practice in Fundamental Nursing 1 1 unit (compulsory) 1st-year

Tetsuya Tanioka · Professor / Fundamental Nursing, Major in Nursing, School of Health Sciences, Keiko Sekido · Professor / Fundamental Nursing, Major in Nursing, School of Health Sciences

Chiemi Kawanishi · Professor / Fundamental Nursing, Major in Nursing, School of Health Sciences, Kikuko Okuda ·Associate Professor / Community and Psychiatric Nursing, Major in Nursing, School of Health Sciences

Yukie Iwasa ·Associate Professor / Fundamental Nursing, Major in Nursing, School of Health Sciences, Toshie Hirohara ·Associate Professor / Community and Psychiatric Nursing, Major in Nursing, School of Health Sciences

Yuko Yasuhara ·Assistant Professor / Fundamental Nursing, Major in Nursing, School of Health Sciences

Target〉 病院で見学実習を行うことによって，患者の療養生活を知り，患者の理
解を深める．また，病院の構造・病床環境や看護体制・看護の役割の実際を
学習する．さらに，見学実習と医療の専門職を目指す他学科学生との合同カ
ンファレンスを通してチーム医療のより良いあり方について討論し，理解を
深める．

Outline〉 小グループにわかれて，徳島大学医学部・歯学部附属病院の各病棟で
見学実習を行う．実習最終日には，医学科および薬学部の学生とチーム医療
について合同カンファレンスを実施する．

Keyword〉 療養環境, 患者理解, 看護の役割, チーム医療
Fundamental Lecture〉 “Introduction to Nursing”(1.0)

Relational Lecture〉 “Nursing Skills”(0.5)

Notice〉 健康管理を十分行い実習に臨むこと．
Goal〉

1.病院の構造を理解する．
2.病棟・病室の設備や機能を理解する．
3.患者の療養環境を理解する．
4.患者の療養生活の概略を理解する．
5.看護体制を理解する．
6.看護の役割を理解する．
7.チーム医療の概略を理解する．

Schedule〉
1.実習 1日目 / 「オリエンテーション」:実習方法，実習記録，実習態度等
について説明を受け，効果的に実習できるように準備を行う．

2.実習 2日目 / 「臨地実習」:病棟看護師と行動をともにすることによって
見学実習を行う

3.実習 3日目 / 「臨地実習」:病棟看護師と行動をともにすることによって
見学実習を行う

4.実習 4日目 / 「臨地実習」:病棟看護師と行動をともにすることによって
見学実習を行う．さらに，病棟カンファレンスを実施する．

5.実習 5日目 / 実習グループごとに実習での学びを発表し，討論するクラ
スカンファレンスを実施する．さらに，医学科および薬学部の学生と合

同カンファレンスを行い，チーム医療のより良いあり方について討論し
発表する．

Evaluation Criteria〉 基礎看護学実習 I実習評価表 (実習要項内に明示)の項目に
従い，実習目標への到達度，実習態度，実習への取り組み方，実習記録等に
よって，総合的に評価する．

Textbook〉 「基礎看護学実習 I」の実習要項を作成し配布する．
Reference〉
� Anne Boykin，Savina O. Schoenhofer共著，多田敏子・谷岡哲也監訳，ケア
リングとしての看護，新しい実践のためのモデル，西日本法規出版，2005
年 03月
�川村佐和子ほか編，看護学概論，メディカ出版，2004年 3月

Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217718
Contact〉
⇒ Tanioka (+81-88-633-9021, tanioka@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒ Sekido (+81-88-633-9035, sekido@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (Office

Hour: 毎週水曜日，金曜日18:00∼ 19:00)
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